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八重咲きユリ‘ダブリン’の形態特性

深澤拓也・北村嘉邦
信州大学大学院総合理工学研究科

要　約
　本研究では，オリエンタルトランペット（OT）ハイブリッド系のユリの‘イエローウィン’の変異体であ
る緑色八重咲きユリの‘ダブリン’および‘ダブリン’から出現した変異体の黄色八重咲き‘ダブリン’の形
態特性を明らかにした．前者は小花が緑色で花被片が展開しないのに対し，後者は小花が黄色で花被片が展開
する．これら₂つの系統について，花器官および栄養器官の形態を原品種の‘イエローウィン’と比較した．
黄色八重咲き‘ダブリン’では，‘イエローウィン’の雄蕊および心皮とは異なる形態を示す雄蕊様の器官お
よび心皮様の器官が形成され，緑色八重咲き‘ダブリン’では雄蕊および心皮は形成されず，分裂組織が維持
されていた．花被片の総数は‘イエローウィン’では₆枚，黄色八重咲き‘ダブリン’では約46枚，緑色八重
咲き‘ダブリン’では約80枚であり，₃系統間で有意差が認められた（p ＜0.05）．また，黄色八重咲き‘ダ
ブリン’および緑色八重咲き‘ダブリン’では‘イエローウィン’の小花では見られない緑色の花被片が形成
されていた．緑色八重咲き‘ダブリン’の小花に形成された緑色の花被片の色度および表皮細胞の密度は，
‘イエローウィン’の小花に形成された花被片と有意差が認められた（p ＜0.05）．また，これらの値は開花
前の‘イエローウィン’の100 mm 大の花蕾の花被片とほぼ同等であった．₃系統間で花器官の形態が異なっ
ていた一方で，草丈，葉数，葉の縦横比といった栄養器官の形態には，違いは認められなかった．以上より，
‘ダブリン’の緑色八重咲き形質には，雄蕊および心皮の形態形成に関わる AGAMOUS ホモログの変異，お
よび花被片の伸長と着色に関与するジャスモン酸の低蓄積が寄与する可能性が高い．

キーワード：形態調査，‘ ダブリン ’，八重咲き，ユリ，緑色花

緒　　　言

　ユリ（Lilium spp.）は花束や供花としての需要
が定着しており，農林水産省の統計データでは，平
成29年の国内での切り花の出荷額がキクについで第
₂位の品目である1）．ユリの中には八重咲き品種が
ある．八重咲きユリは，その華やかさ，衣服を汚す
花粉が形成されない点から，注目を集めている．
　八重咲きユリの品種のひとつとして，‘ダブリン’
がある．‘ダブリン’はオリエンタルトランペット
（OT）ハイブリッドユリの黄色一重咲き品種であ
る‘イエローウィン’の変異体であり，緑色八重咲
き形質を持つ（Fig.1 A, B）．緑色八重咲きである
‘ダブリン’は，小花が緑色であるという点で，一
般的に知られている他の八重咲きユリとは異なる．
さらに，‘ダブリン’には緑色八重咲き系統（緑色
八重咲き‘ダブリン’）から派生して生じた黄色八
重咲き系統（黄色八重咲き‘ダブリン’）が存在す
る（Fig.1 C）．緑色八重咲き‘ダブリン’の花被片

は緑色で展開しないのに対し，黄色八重咲き‘ダブ
リン’の花被片は黄色で展開する．
　緑色八重咲き形質を持つユリ品種は，‘ダブリン’
のほかに，‘ミステリードリーム’，‘ノーブルリ
リ ー’ が あ る． さ ら に， ク レ マ チ ス（Clematis 
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Fig.1. Flowers of ‘Yelloween’ , original 
‘Doubleen’, and YC ‘Doubleen’. 

A: ‘Yelloween’; B: Original ‘Doubleen’; C: YC 
‘Doubleen’. Scale bars = 20mm
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hybrida），サクラ属（Cerasus Mill.），およびトル
コギキョウ（Eustoma grandiflorum）などでは，
緑色八重咲き形質を示す品種が存在するが，その品
種の数は少ない．しかし，市場では緑色八重咲き形
質を持つ花卉は，高値で流通することが多く，その
育種に対する要請は多い．八重咲化が起こる分子生
物学的なメカニズムについては，ヤマブキ（Kerria 
japonica），シクラメン（Cyclamen persicum），リ
ン ド ウ（Gentiana scabra）， ア サ ガ オ（Ipomoea 
nil），およびキイジョウロウホトトギス（Tricyrtis 
macranthopsis）などの多くの園芸植物で報告され
ている2 ‒6）．対して，緑色八重咲化が起こるメカニ
ズムは解明されていない．‘ダブリン’の変異原因
遺伝子の特定，および緑色八重咲化のメカニズムの
解明により，緑色八重咲き花卉の育種へ応用可能な
知見が得られると期待される．
　本研究では，‘イエローウィン’，緑色八重咲き
‘ダブリン’，および黄色八重咲き‘ダブリン’の
間で，花器官の形態を比較した．また，‘イエロー
ウィン’の小花に形成される黄色の花被片および花
蕾に形成される緑色の花被片と‘ダブリン’の小花
に形成される緑色の花被片の形態を比較した．さら
に，₃系統間で栄養器官の形態も比較した．最終的
に，‘ダブリン’の変異原因遺伝子および‘ダブリ
ン’の小花が緑色を示す要因を考察した．

材料および方法

₁．植物材料および管理方法
　‘イエローウィン’の鱗茎は国華園（大阪府）か
ら購入し，緑色八重咲き‘ダブリン’および黄色八
重咲き‘ダブリン’の鱗茎は JA 上伊那（長野県）
から2016年に分譲を受けた．鱗茎は球周が18 cm か
ら22 cm のものを用いた．花器官の形態調査につい
て2017年11月に，栄養器官の形態調査について2018
年₁月に直径19.5 cm の₇号鉢に鱗茎を定植した．
鉢 は メ ト ロ ミ ッ ク ス（Sun Gro Horticulture 
Canada CM Ltd，カナダ）とバーミキュライト（福
島バーミ（株），日本）を₂：₁の割合で混合した
培地約₄L で満たした．定植後，信州大学農学部の
実験圃場内のプラスチックハウスにて管理した．ハ
ウス内の最低気温が10℃となるようにボイラーを設
定し，20℃を上回ると側窓が自動で開くように設定
した．適宜潅水し，₂週間に₁回液肥として花工場
（N：P：K ＝50：100：50；住友化学園芸（株），
日本）を1000倍希釈して施用した．また，ダニ，病
害虫，および病原菌の防除のため，₂週間に₁回殺

ダニ剤，殺虫剤，および殺菌剤を散布した．花器官
の形態調査には，2018年₆月，₇月，および₈月に
発達が進んだ‘イエローウィン’の小花₃つ，緑色
八重咲き‘ダブリン’の小花₇つ，および黄色八重
咲き‘ダブリン’の小花₃つを用いた（Fig.1）．ま
た，開花後の2019年₈月に，‘イエローウィン’₃
株，緑色八重咲き‘ダブリン’₄株，および黄色八
重咲き‘ダブリン’₃株を用いて栄養器官の形態調
査をした．
₂．花器官の比較
　‘イエローウィン’，緑色八重咲き‘ダブリン’，
および黄色八重咲き‘ダブリン’の小花を構成する
花器官の数を記録し，それぞれの形態を観察した．
肉眼では判別が困難であった花器官については，ト
ルイジンブルーで染色し，実体顕微鏡を用いて観察
した．
　花被片の形態調査として，表皮細胞の形態，色度，
および表皮細胞の密度を調査した．シロイヌナズナ
（Arabidopsis thaliana） や シ ク ラ メ ン（C. 
persicum）では，花弁と萼片とで背軸面の表皮細胞
の形態が異なることが報告されている7,8）．そこで，
‘ダブリン’に形成される緑色の花被片が萼片様の
器官であるか否かを判別するために，背軸面の花被
片表皮細胞の形態および表皮細胞密度を観察，測定
した．花被片の背軸面にマニキュアを塗り，乾いた
後に剥がすことで，表皮細胞のレプリカを作製した．
作製した表皮細胞のレプリカを，光学顕微鏡を用い
て観察した．

Fig.2. Floral organs of a ‘Yelloween’ flower bud.
A: 50 mm flower bud. B: 70mm flower bud, C: 90mm 
flower bud. White squares indicate inner tepals. Scale 
bars = 50mm.
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　バラ属（Rosa spp.），カーネーション（Dianthus 
caryophyllus）， ト ル コ ギ キ ョ ウ（Eustoma 
grandiflorum）， お よ び ペ チ ュ ニ ア（Petunia × 
hybrida）の多くの品種の花弁では，背軸面と比較
して向軸面で着色の程度が高いことが報告されてい
る9,10）．そこで，花被片の色度は向軸面を測定した．
測色色差計（ZE2000；日本電色（株），日本）を用
いて，L＊値，a＊値，および b＊値を測定した．‘イエ
ローウィン’の小花および‘イエローウィン’の
50 m m ，60 m m ，70 m m ，80 m m ，90 m m ，
100 mm，110 mm，120 mm，および130 mm 大の
花蕾（Fig.2）の内花被片，緑色八重咲き‘ダブリ
ン’の小花の緑色の花被片，黄色八重咲き‘ダブリ
ン’の小花の黄色の花被片，および黄色八重咲き
‘ダブリン’の小花の緑色の花被片の形態を調査し
た．
₃．栄養器官の比較
　草丈，葉数，および葉の縦横比を調査した．葉の
縦横比については，植物体の上位，中位，および下
位に形成された葉のうち，平均的な形態を示すと考
えられるものをそれぞれ₁枚ずつ計測し，これら₃

つの平均値を算出した．
₄．統計解析
　‘イエローウィン’，緑色八重咲き‘ダブリン’，
および黄色八重咲き‘ダブリン’の間での，花器官
の数，花被片の色度，表皮細胞密度，草丈，葉数，
および葉の縦横比の差を，Tukey 法により検定し
た．

結果および考察

₁．花器官の形態
₁）小花を構成する花器官の数
　‘イエローウィン’では，₃枚の黄色の外花被片，
₃枚の黄色の内花被片，₆本の雄蕊，および₁本の
雌 蕊（₃ 枚 の 心 皮） が 形 成 さ れ て い た
（Table1 ; Fig.3 A）．一方で，緑色八重咲き‘ダブ
リン’では，調査したすべての小花で雄蕊および心
皮の形成は認められず，茎頂分裂組織が維持されて
いた（Table1 ; Fig.3 B, C）．また，緑色八重咲き
‘ダブリン’では，‘イエローウィン’で形成され
ていた黄色の花被片は形成されず，緑色の花被片の
み が 形 成 さ れ， そ の 数 は 約 80 枚 で あ っ た

Fig.3. Floral organs of ‘Yelloween’, original ‘Doubleen’, and YC ‘Doubleen’.
A: ‘Yelloween’; B, C: Original ‘Doubleen’ (B: Floral organs, C: Shoot apical meristem); D~G: 
YC ‘Doubleen’ (D: Floral organs, E: Staminoid tepal, F: Filament like organ, G: Carpeloid 
organ). Scale bars in (A), (B), and (F) = 50mm, in (C) and (D) = 10mm. White allow in (C) 
indicates a shoot apical meristem.

Table 1　Number of floral organs of ‘Yelloween’, original ‘Doubleen’, and YC 'Doubleen'.

Line n Tepalz Green tepal Yellow tepal Stamen and
staminoid organ

Flower with
carpeloid organ (%)

Yelloween 3 6 cy 0 b 6 b 6 a 100
Original Doubleen 3 79.7±7.8 a 79.7±7.8 a 0 c 0 c 0

YC Doubleen 7 46.3±1.8 x b 25.3±0.9 b 20.7±2.3 a 2.3±0.9 b 100
z Sum of green and yellow tepals.
y Means followed by different letters are significantly different at P<0.05 by Tukey’s multiple range test.
x Mean±S.E.
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（Table1 ; Fig.3 B）．黄色八重咲き‘ダブリン’で
は，‘イエローウィン’の雄蕊および心皮とは異な
る形態を示す雄蕊様の器官および心皮様の器官が形
成されており，雄蕊様の器官は花被片の一部が葯化
したものや，葯を欠く花糸のみで構成される器官が
見られた（Table1 ; Fig.3 D, E, F）．また，黄色八
重咲き‘ダブリン’では‘イエローウィン’の花被
片と類似した形態を示す黄色の花被片が形成され，
その数は約21枚であり，‘イエローウィン’の花被
片 と 比 較 し て 有 意 に 多 か っ た（p ＜ 0.05）
（Table1 ; Fig.3 A, D）．さらに，黄色八重咲き‘ダ
ブリン’では，緑色八重咲き‘ダブリン’と類似し
た形態を示す緑色の花被片が形成されており，その
数は約25枚であった（Table1 ; Fig.3 B, D）．花被片
の総数は，‘イエローウィン’では₆枚，緑色八重
咲き‘ダブリン’では約80枚，黄色八重咲き‘ダブ
リン’では約46枚であり，₃系統間で有意差が認め
られた（p ＜0.05）（Table1）．
　花器官の形態形成を説明する ABC モデルに含ま
れ る 遺 伝 子 群 の う ち，C ク ラ ス 遺 伝 子 の
AGAMOUS（AG）は雄蕊および心皮の形態形成，
および茎頂分裂組織の消失に関与する11）．また，シ
クラメン（C. persicum），リンドウ（G. scabra），
キイジョウロウホトトギス（T. macranthopsis）な
どの多くの園芸植物の AG ホモログ低発現変異体
では雄蕊と心皮が形成されず，八重咲きを示すこと
が報告されている3,4,6）．そのため，雄蕊と心皮が形
成されず，茎頂分裂組織が維持されていた緑色八重
咲き‘ダブリン’では AG ホモログの発現量が野
生型の‘イエローウィン’と比較して少なく，AG
ホモログまたはその上流遺伝子に変異が生じている
可能性が高い．個体間で雄蕊の弁化の程度が量的に
異なる八重咲きユリの‘エロディ’では，AG の発
現量が少ない個体で雄蕊の弁化の程度が強い12）．
よって，花被片，雄蕊，および心皮の形態が‘イエ
ローウィン’と緑色八重咲き‘ダブリン’の中間的
な形態を示した黄色八重咲き‘ダブリン’では，
AG ホモログの発現量が‘イエローウィン’と緑色

八重咲き‘ダブリン’の中間的な値を示すと考えら
れた．今後は，‘イエローウィン’，緑色八重咲き
‘ダブリン’および黄色八重咲き‘ダブリン’の間
で，花蕾での AG ホモログの発現量，および AG
ホモログの塩基配列を比較していく必要がある．
₂）　花被片の形態
　‘イエローウィン’の内花被片，緑色八重咲き
‘ダブリン’の緑色の花被片，黄色八重咲き‘ダブ
リン’の黄色の花被片，および黄色八重咲き‘ダブ
リン’の緑色の花被片の背軸面に存在する表皮細胞
はジグソーパズル型を呈していた（Fig.4）．シロイ
ヌ ナ ズ ナ（A. thaliana） や シ ク ラ メ ン（C. 
persicum）では，花弁と萼片とで背軸面の表皮細胞
の形態が異なることが明らかになっている7,8）．ま
た，緑色花ユリの‘グリーンリリアルプ’に形成さ
れる萼片様の器官の背軸面の表皮細胞はジグソーパ
ズル型ではなく，扁平な形態をしていることが報告
されている13）．そのため，緑色八重咲き‘ダブリン’
および黄色八重咲き‘ダブリン’に形成された緑色
の花被片は，萼片様の器官ではなく，‘イエロー
ウィン’の内花被片と類似した器官であることが示
唆され，‘ダブリン’では花被片の形態形成に関与
する A クラス遺伝子や B クラス遺伝子に変異が生

Fig.4. Epidermal cell morphology of inner tepals of 
‘Yelloween’, original ‘Doubleen’, and YC ‘Doubleen’.

A: Yellow inner tepal of ‘Yelloween’; B: Green tepal of 
original ‘Doubleen’; C: Yellow tepal of YC ‘Doubleen’; D: 
Green tepal of YC ‘Doubleen’. Scale bars = 200μm

Table 2　The chromaticity and epidermal cell density of tepals in ‘Yelloween’, original ‘Doubleen’, and YC 
‘Doubleen’.

Sample n L* value a* value b* value Epidermal cell density (/mm2)
Yellow tepal of Yelloween 3 73.0±1.4 z  ay –0.2±0.8 a 62.0±0.4 a 98.1±2.1 d

Green tepal of original Doubleen 7 64.6±1.4 b –13.8±1.3 c 39.3±1.9 c 211.4±2.5 a
Yellow tepal of YC Doubleen 3 74.1±1.3 a –4.0±0.4 ab 47.9±2.4 b 120.0±8.1 c
Green tepal of YC Doubleen 3 73.9±1.5 a –9.5±1.7 bc 35.4±2.0 c 150.0±4.0 b

z Mean ± S.E.
y Means followed by different letters are significantly different at P<0.05 by Tukey’s multiple range test.
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じている可能性は低いと考えられた．
　緑色八重咲き‘ダブリン’の緑色の花被片では，
他の₃サンプルと比較して明度を示す L＊値が有意
に低かった（p ＜0.05）（Table2）．彩度を示す a＊

値および b＊値は，黄色八重咲き‘ダブリン’およ
び緑色八重咲き‘ダブリン’の緑色花被片では，
‘イエローウィン’の内花被片と比較して有意に低
かった（p ＜0.05）（Table2）．対して，黄色八重咲
き‘ダブリン’の黄色花被片と‘イエローウィン’
の内花被片との間で，a＊値に有意差は認められな
かった（p ＞0.05）（Table2）．背軸面の表皮細胞密
度は，‘イエローウィン’の内花被片では98.1/mm2，
緑色八重咲き‘ダブリン’の緑色の花被片では
211.4/mm2，黄色八重咲き‘ダブリン’の黄色の
花被片では120.0/mm2，および黄色八重咲き‘ダ
ブリン’の緑色の花被片では150.0/mm2 であり，
₄サンプルの間で有意差が認められた（p ＜0.05）
（Table2）．緑色八重咲き‘ダブリン’と黄色八重
咲き‘ダブリン’の緑色の花被片では，‘イエロー
ウィン’の内花被片および黄色八重咲き‘ダブリ
ン’の黄色の花被片と比較して表皮細胞密度が高く，
緑色の花被片では黄色の花被片と比較して表皮細胞
の大きさが小さいことが示された．以上より，緑色
八重咲き‘ダブリン’と黄色八重咲き‘ダブリン’
に形成される緑色の花被片は，‘イエローウィン’

の内花被片および黄色八重咲き‘ダブリン’の黄色
の花被片と比較して，花被片の着色および細胞伸長
の程度が小さいことが示された．
　‘イエローウィン’の花蕾では（50 mm 大の花
蕾から開花に至るまで），L＊値，a＊値，および b＊値
は経時的に増加し，表皮細胞密度は経時的に低下し
た（Fig.5）．開花前の100 mm 大の花蕾の‘イエ
ローウィン’では，L＊値が67.3，a＊値が‒14.0，b＊

値が39.9，表皮細胞の密度が197.8/mm2，緑色八
重咲き‘ダブリン’では，L＊値が64.6，a＊値が
‒13.8，b＊値が39.3，表皮細胞の密度が211.4/mm2

で あ り， 両 者 で 類 似 し た 値 を 示 し た
（Fig.5 ; Table2）．これより，緑色八重咲き‘ダブ
リン’の小花に形成された緑色の花被片は，‘イエ
ローウィン’の100 mm 大の花蕾の花被片と着色お
よび伸長の程度が同等であることが示され，緑色八
重咲き‘ダブリン’の花被片では‘イエローウィ
ン’の花蕾発達段階の後期で生じる花被片の着色，
伸長過程が起こらないことが示唆された．
　花弁の伸長および着色に関与する植物ホルモンと
して，ジベレリンおよびジャスモン酸が知られてお
り，特にジャスモン酸は花蕾発達段階の後期に大き
く寄与することが報告されている14）．また，ジャス
モン酸合成経路遺伝子のうち，ホスホリパーゼ A1

の 一 種 で あ る DEFECTIVE ANTHER 

Fig.5. Changes of chromaticity and epidermal cell density on tepals of ‘Yelloween’ 
during flower bud development. 

A: L* value; B: a* value; C: b* value; D: Epidermal cell density. Dotted lines indicate the 
values of green colored tepals of original ‘Doubleen’. Vertical bars indicate standard error 
(n = 3 and 7, ‘Yelloween’ and original ‘Doubleen’, respectively.)
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DEHICIENCE 1（DAD1）は，AG により転写促
進されることが報告されている14）．さらに，八重咲
きのトルコギキョウ（E. grandiflorum）で高頻度
に発生する花弁の着色ムラが，外的なジャスモン酸
メチルの処理により改善される例が報告されてい
る15）．以上から，緑色八重咲き‘ダブリン’で花被
片の着色，伸長が十分に起こらないのは，ジャスモ
ン酸の低蓄積に起因する可能性がある．今後，ユリ
の AG ホモログの低発現およびジャスモン酸の低
蓄積が，‘ダブリン’の緑色八重咲化に寄与するか
否かを検証する必要がある．
　緑色花化に関して，これまでに，E クラス遺伝子
の変異およびファイトプラズマの感染により花弁お
よび装飾的萼片が葉化した例16‒18），B クラス遺伝子
の変異または発現量の低下で花弁が萼片化した
例19‒21），およびクロロフィル合成遺伝子の過剰発現
により花弁が緑化した例が報告されている22,23）．し
かし，C クラス遺伝子の AG の変異が緑色花化に寄
与する例はこれまでに報告されていない．そのため，
今後‘ダブリン’の緑色花化の変異メカニズムを明
らかにすることで，これまでとは異なる観点から緑
色花の育種目標を提案することができるのではない
かと考えられる．
₂．栄養器官の形態
　草丈は，‘イエローウィン’では86.6 cm，緑色
八重咲き‘ダブリン’では76.0 cm，黄色八重咲き
‘ダブリン’では81.2 cm であり，₃系統間で有意
差は認められなかった（p ＞0.05）（Table3）．葉数
は‘イエローウィン’では約102枚，緑色八重咲き
‘ダブリン’では約93枚，黄色八重咲き‘ダブリ
ン’では約91枚であり，₃系統間で有意差は認めら
れなかった（p ＞0.05）（Table3）．さらに，葉の縦
横比はイエローウィン’では6.4，緑色八重咲き
‘ダブリン’では5.7，黄色八重咲き‘ダブリン’
では5.8であり，₃系統間で有意差は認められな
かった（p ＞0.05）（Table3）．以上より，₃系統間
で栄養器官の形態に違いはないことが示された．

お わ り に

　緑色八重咲き‘ダブリン’の小花では，原品種の
‘イエローウィン’とは異なり，雄蕊および心皮が
形成されていなかったことから，これらの形態形成
に関わる AG ホモログに変異が生じている可能性
が高い．緑色八重咲き‘ダブリン’の花被片が緑色
を示すのは，ユリの花蕾発達時の後期で生じる花被
片の着色が起こらないことに起因することが示唆さ
れ，これはジャスモン酸の低蓄積に起因する可能性
がある．AG ホモログの変異およびジャスモン酸の
低蓄積がユリの緑色八重咲化に寄与するか否かを，
今後調査していく必要がある．
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Morphological Characteristics of Double-Flowered Lily, ‘Doubleenʼ and Derived Mutant

Takuya FUKASAWA and Yoshikuni KITAMURA

Graduate School of Science and Technology, Shinshu University

Summary

In the present study, we identified the morphological characteristics of green colored double-flowered 
lily ‘Doubleen’ (original ‘Doubleen’), a mutant of oriental-trumpet hybrid (OT hybrid) lily ‘Yelloween’. Yellow-
colored double-flowered mutant (YC ‘Doubleen’) derived from ‘Doubleen’ was also studied. YC ‘Doubleen’ 
has both green unexpanded tepals and yellow expanded tepals, whereas original ‘Doubleen’ has only green 
unexpanded tepals. The morphologies of vegetative organs and reproductive organs were compared among 
‘Yelloween’, original ‘Doubleen’, and YC ‘Doubleen’. YC ‘Doubleen’ had staminoid organs and carpeloid 
organs. On the other hand, original ‘Doubleen’ did not have stamen and carpel, and shoot apical meristems 
were maintained in flowers. Mean numbers of tepals were 6, 80, and 46 for ‘Yelloween’, original ‘Doubleen’ 
and YC ‘Doubleen’, respectively, and the differences were significant among 3 strains. Original ‘Doubleen’ 
and YC ‘Doubleen’ had green tepals, however ‘Yelloween’ did not. Chromaticity and epidermal cell density 
showed significant differences between yellow tepals of ‘Yelloween’ and green tepals of original ‘Doubleen’. 
Those of original ‘Doubleen’ were almost equal to those of young tepals sampled from 100 mm-length flower 
buds of ‘Yelloween’ before anthesis. Although the distinct morphologies of reproductive organs were 
observed among ‘Yelloween’, original ‘Doubleen’, and YC ‘Doubleen’, no difference was found for vegetative 
organs such as plant height, the number of leaves, and length / width ratio of leaf among 3 strains.

Key Words: ‘Doubleen', double-flower, green flower, lily, morphological observation




